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卒業を祝して
ＰＴＡ副会長　柴 田 裕 樹

挑戦して成長へ
校長　青 山 昌 俊

成章高校第76回生の皆さん、
御卒業おめでとうございます。
高校生活はどのようなものでし
たか。苦しいこともたくさんあ
ったでしょう。それらを乗り越
えて卒業を迎えた皆さんに心か
ら祝福の拍手を送ります。
2学期の終業式の式辞で紹介し

たミクロン株式会社の榊原憲二社長が大切にして
いる言葉を覚えていますか。「努力して後悔した人
を見たことがない・・・（中略）・・・何もしないで
変わった人はいない」というものでした。もう一つ、
榊原社長が大切にしている言葉で紹介したいもの
があります。

実力の差は努力の差
実績の差は責任感の差
人格の差は苦労の差
判断力の差は覚悟の差
真剣だと知恵が出る
中途半端だと愚痴が出る
いい加減だと言い訳ばかり
本気でするから大抵のことはできる
本気でするから何でも面白い
本気でしているから誰かが助けてくれる

私は、厳しい言葉の中に優しさを感じます。新
しい世界で戸惑うこともあると思います。全ての
経験が皆さんを作り上げていきます。志を強く持
って、挑戦し続けてください。「やればできる」で
す。これは、やれば成長できるという意味です。
失敗も成長につながります。どうか、豊かな人生
を歩んでください。
保護者の皆様、お子様の御卒業を心からお祝い
申し上げます。これまで、本校の教育活動に御理
解御協力いただき誠にありがとうございました。

卒業生の皆さん、ご卒業おめ
でとうございます。
皆さんが過ごした成章高校で
の3年間で、どんな思い出が残
されたでしょう。中学校までの
義務教育を終え、自ら選び進ん
だ高校で、初めて出会う友人や
先生との時間や地域の方々と接

する機会が、皆さんにどんな影響を与えてくれた
でしょうか。
瞬く間の高校3年間が終わってしまうことに寂
しい気持ちでいる人も、これから始まる新しい生
活に向け、溢れんばかりの希望と期待に胸がいっ
ぱいの人もいることでしょう。皆さんはそれぞれ
違った未来を選び、その進む先は高度な勉学に励
む、専門的な知識を身につける、社会に出て仕事
に励むなど様々です。
いままで毎日の様に学校で、教室で見ることが
できた友人の顔は、今後は当たり前に見ることが
できなくなるのでしょう。その代わり新しく始ま
る生活の中では、新たな人との出会いが待ってい
ます。それぞれの出会いが皆さんの貴重な財産に
なり、この先に待ち受ける様々な苦難の場面でも、
出会った人達が皆さんのそばで励ましてくれるこ
とでしょう。
デンマークの童話作家であるアンデルセンは、

「山から遠ざかればますます本当の姿を見ることが
できる。友人にしてもこれと同じである。」という
言葉を残しています。これは友人だけに限らず、
先生や家族、地域の方でも同じだと思います。高
校生活で毎日の様に共に過ごしていた時には分か
らなかったことに、距離が遠くなることで改めて
気付くことがあるでしょう。今、皆さんの周りに
いる人達は、この先どんなことがあってもいつで
も頼れる存在です。高校生活の思い出と共に大切
にしてください。皆さんの行く先に幸多からんこ
とを願っています。
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今、ここから
3学年主任　大 木 碧 人

ご卒業おめでとうございます。皆さ
んは、ここから自分の力で新しい道を
切り開いていかなければなりません。
様々な人と出会い、自分の価値を磨い
てください。多くの人がこれから今ま
での狭い世界から、いろいろな活躍で
きる場所に飛び出していきます。今ま
で知らなかった世界に触れることで、
新しい考えを吸収し成長していきまし
ょう。自分を見失う事もあるかもしれ
ませんが、変化を恐れず、日々前進し
て行きましょう。辛いことや嫌なこと
もあるでしょう。困ったら立ち止まれ
ばいいです。周りの仲間に頼ることも
必要です。繋がりって大切ですよね。
人はマジになったその瞬間から変われ
ると確信しています。人に求められ、
必要とされる人間に皆さんであればな
れるはずです。「今、ここから」です。
変化を恐れず、一緒に頑張りましょう。
成章高校での3年間が皆さんの成長の
一つであれば幸いです。そして､ 皆さ
んと出会えたに事に感謝しています。

ウェルビーイング ～心理的な幸福や満足感～
1組担任　原 井 川 　 巧

誰もが求める「幸せな人生」とは、
どのようにしたら得られるのだろう。
PERMA理論という考え方がある。ウ
ェルビーイングを高めるための５つの
要素は、ポジティブな感情・何かに没
頭すること・人間関係・意義・達成感
を指している。これらをわかりやすく
言うと、健康・活力・職務満足・生活
満足・責任感が関係してくる。つまり、
幸せな人生とは「健康であり」「自分の
仕事に満足し」「プライベートも充実し」
「責任をもって何かに没頭できるよう
な」過ごし方なのではないかと考えて
います。
さて、これからの君たちは、自分の
レールは自分で敷かなければいけませ
ん。どこに繋がるようにレールを敷き
ますか？自分の敷いたレールの上だっ
たら、努力を積むことができますか？
そのレールの上を誰と歩みますか？教
員として君たちへの最後の言葉は、堅
苦しい説教よりもこういった考え方を
話す方が、これから先を生きる君たち
には必要かもしれませんね。

MAKI’S キッチン
2組担任　河 合 真貴子

共通テスト前日の朝、教室では既に
進学先が決まっている生徒が自分たち
で用意したお菓子を配りながら、「明日
頑張って」と一人ひとりに声をかけて
回り、前日欠席した生徒には「体調、
大丈夫？」と気遣う様子も。本番を目
前にして緊張気味だった皆の顔にも思
わず笑みがこぼれ、その温かい雰囲気
にほっこりさせられました。本試験「リ
ーディング」に、成章祭クラス企画名
と同じ題名の物語文が出題されたと聞
いて驚きました。高校卒業後20年ぶり
に男女３人の友人が再会する場面から
それまでの人生を回想していく友情の
物語です。Makiにgift（才能）を見出
され、それぞれの道で成功を収めた二
人がpayback（恩返し）をしようと
Makiの店を訪ねて来ます。皆の20年後
の物語はどんな感じになるのでしょう
か。自分の能力を開花かせ、それぞれ
の分野で活躍していることを願います。
そして皆の友情がこの先もずっと続き
ますように、また素晴らしい出会いが
ありますようにお祈りしています。

•••••••　 親 の 気 持 ち　••••••

令和5年度愛知県高校生の写真展にて
奨励賞受賞

写真部2年2組　坂  本  ひ な た
　この作品のコンセプトは「高校生の本音」で
す。私自身の悩みであり、高校生ならではの悩
みとしても多いであろう勉強中の誘惑との戦い
を表現しています。スマートフォンの光のみを
明かりとして用いた周りの薄暗さから、高校生
の勉強への不安や憂鬱さをこの作品を見た人た
ちに伝えられたらいいなと思います。技術面で
は、夏に参加した写真部交流会で学んだことを
上手く取り入れた作品に仕上げることができま
した。この受賞の結果、令和６年度「アートフ
ェスタ－愛知県高等学校総合文化祭－」への出
展が決まり、とても嬉しく思います。

「暗闇に隠して」

卒業を祝して	
PTA副会長　近  藤  め ぐ み

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうござ
います。
また、保護者の皆さま、お子さまが立派

に成長され、この日を迎えられましたこと
を心よりお祝い申し上げます。そして、こ
れまで子どもたちに関わってくださった全
ての方に感謝すると共に、私自身も喜びを
かみしめています。
保護者の皆さま、公園で遊ぶ子どもたち

や、保育園・小学校に通う子どもたちを見ても思い出されるのは
十数年前の我が子ではないでしょうか？背中より大きかったラン
ドセル、補助輪のついた自転車、何を見ても鮮明にあの時の姿が
浮かんできます。最近のことはすぐに忘れてしまうのに、不思議
なものです。いつのまにか大きくなり、自分で身支度を整え、学
校へ出かけるようになりました。子どもの成長を嬉しく思う気持
ちと、手が離れていく寂しさに日々葛藤しています。この腕にす
っぽりとおさまるほど小さかった子が、逞しく成長し、高校を卒
業する年齢を迎えたことに、感動と共に月日の流れの速さへの驚
きの気持ちが沸き、もう少しゆっくり、まだ近くにいてねと、心
の声が漏れてしまい、反省することもしばしばです。最近はこち
らが教えてもらうことも増え、頼もしさを感じていますが、新生
活と共にまた成長する子どもたちの輝きに負けないように、まだ
もう少し背中を見せられる大人でありたいと思っています。
卒業生の皆さん、これから新たな道を歩み始める皆さんの背中

を押すような洒落た一言を述べたいところですが、そういった知
識や経験を持ち合わせていないので、一人の親としての気持ちを
綴りました。これからも皆さんの周りに優しさと幸せが溢れます
よう、心からお祈り申し上げます。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••　3年生担任の先生方から
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終わりなき旅
3組担任　太 田 翔 也

「高ければ高い壁のほうが登った時気
持ちいいもんな」この言葉はMr.Children 
の「終わりなき旅」の1フレーズです。
高校生活を過ごし数々の困難や壁にぶつ
かる中で、自力で乗り越えた者や手助け
を借りてよじ登った者、諦めて背を向
けた者もいることでしょう。しかし今
後社会に出て学生のころとは比べ物に
ならない困難に遭遇することがありま
す。そんなときには先述した言葉を思
い出してください。困難や壁を前に逃
げ出すことは簡単にできますが、挑戦
をすることはその時にしかできません。
また困難が大きければ大きいほどそれ
を乗り越えたときの喜びや達成感はよ
り大きくなります。そしてその経験が
あなたたちをさらに大きく成長させて
くれるのです。
これから迎える卒業はゴールではな
く通過点です。あなたたちは今、この
先続く終わりなき旅の途中です。そし
てこれからの人生はこれからの行動に
よって大きく左右します。実りのある
人生になることを願っています。

描くこと
4組担任　白 井 美 玲

卒業おめでとうございます。新しい生
活のスタートです。さて私は絵を描いて
いますが、どうしたら上手く描けるのか
と訊ねられることがあります。それはま
ず先入観を捨てて、対象をじっくりと見
つめることです。形、構造、色、明るさ、
鮮やかさ。そして描き始めてしばらくし
たら、自分の描いたものを見つめ、修正
していきます。修正は勇気のいることで
す。それを何度も繰り返していくのです。
何枚も何枚も。そして最も重要なのは、
日常生活での面白い、美しい、怖い、変
だなと感じる感覚です。心が動き、悩ん
だり迷ったりしながら、少しずつ自分の
目指す表現を求めます。細部を描いたら
常に全体を見ます。うまくいかないと感
じる部分があっても、作品全体としては
良くなっていることもあります。そして
自分の作品の良さに気付いていないこと
も。自分の感覚を大切に、何事もわかっ
ているつもりにならず、物事の細部だけ
に捕らわれずに全体を見渡して、鮮やか
で豊かな人生を描いていってください。

感謝の気持ちを忘れずに
5組担任　鵜 飼 祥 子

成章高校を卒業するときがやってき
ましたね。卒業の日を迎えることがで
きたのは、もちろんあなたが多くの努
力を重ねたからです。そして、家族、
友人、先生方始め、あなたと関わった
すべての人の支えがあったからです。
直接的な関わりはなくても、自分が気
づいていないところで誰かに助けても
らっているかもしれません。人は必ず
人に支えられているものです。
私もみなさんとの関わりの中で、教
員としても、1人の人間としても、様々
なことに感動し、そして学び、成長さ
せてもらいました。とても感謝してい
ます。ありがとう。
みなさんも卒業の日を迎えられること
への感謝の気持ちを、周りの方へ伝えて
ほしいと思います。そして、常日頃から
「感謝」の気持ちを忘れず、温かい心と
謙虚な姿勢をもって生活してください。
感謝できる人はきっと周りからも感謝さ
れる人になるでしょう。みなさんのこれ
からの活躍を期待しています。ご卒業お
めでとうございます。

捲土重来
男子バレー部顧問　太 田 翔 也

　1月13，14日に行われた令和5年度愛知県高等学校新人体育大会バ
レーボール競技東三河支部予選会に出場しました。この大会は東海大
会までつながり、東三河地区からは上位3校が県大会に進むことがで
きます。男子バレーボール部は長らく県大会出場を逃しており、その
度に悔しい思いをしてきました。そのためこの大会では今まで以上に
意気込んで臨みました。
　初戦の相手は豊丘高校で、試合の流れを左右する1セット目は狙い
通りの作戦から難なく勝ち取ることができました。しかし、2セット
目は豊丘高校の粘り強い攻撃で惜しくもセットを落としました。後が
ない3セット目ではシーソーゲームを展開していましたが、相手の猛
攻にも臆することなく守備を展開すると相手のミスも重なり、ついに
は勝利を手にすることができました。
　勝利から流れをつかむと続く時習館高校戦や準決勝の桜丘高校戦で
はストレートで勝利を収め、成章高校男子バレーボール部として約2
年ぶりとなる県大会出場を決めました。
　決勝では豊橋中央高校の完成度の高い攻撃と堅い守備の前にあえなく
敗れましたが、東三河で準優勝という結果を収めることができました。
　県大会では初戦
で惜しくも敗れて
しまいましたが、
この大会で得られ
た自信を持って新
たな課題を克服
し、4月に行われ
る総合体育大会で
は東三河優勝を目
指して取り組みた
いと思います。

令和６年度愛知県総合文化祭アートフェスタ
出品決定

美術部 2年5組　森 下 あ み
　１月に行われた高文連の東三河の展覧会で、代
表作品に選考されました。制作する中で、自分の
技量が足りず、思うように描けない部分も多く苦
戦しましたが、先生からのアドバイスもあり納得
のいく作品ができました。趣味で描いていた絵が、
美術部に入ってから今回の展覧会のようにたくさ
んの方に観ていただく機会ができ、なんだか不思
議な気持ちです。また、絵を褒めて下さる方がい
ることは自信
につながりま
した。美術部の
大会は年に一
度で私にとっ
て最後のチャ
ンスだったの
で、少しでも結
果が残せて嬉
しいです。今後
も誰かの心を
動かすことが
できるような
絵が描けるよ
う努力してい
きたいです。

「宇宙旅行」油彩･F50号

卒業生に贈る言葉　••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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女子ソフトテニス部
第17回愛知県公立高校ソフトテニスインドア大会（1/7）
　予選リーグ
　　成章	 3	－	0	 常滑・半田農業連合
	 1	－	2	 刈谷

男子バレーボール部
令和5年度愛知県高等学校新人体育大会バレーボール競技
東三河地区予選会（1/13.14）
　1回戦	 成章　25－20　21－25　25－22　豊丘
　2回戦	 成章　25－16　25－16　時習館
　準決勝	成章　27－25　25－20　桜丘
　決勝	 成章　 9 －25　13－25　豊橋中央

東三河2位
令和5年度愛知県高等学校新人体育大会バレーボール競技
県大会（2/3）
　1回戦　成章　16－25　16－25　一宮興道

女子バレーボール部
令和5年度愛知県高等学校新人体育大会バレーボール競技
東三河支部予選会（1月13日、14日）
　1回戦	 成章　2－0　豊橋南
　2回戦	 成章　2－1　時習館
　準決勝	 成章　0－2　藤ノ花女子
　3位決定戦	 成章　0－2　豊橋商業

成績　第4位

弓道部
令和5年度愛知県高等学校新人体育大会弓道競技
東三河予選　蒲郡市弓道場　1月27日（土）
　男子団体　第2位
　（疋田桟士、松井天佑、大場理功、原悠真、飯星光将）

【県大会出場】
　男子個人　疋田桟士　8射8中　優勝	 	 	 	【県大会出場】
　　　　　　大場理功　8射6中　第5位		 	 	【県大会出場】
　女子団体　第3位
　（山本真衣、宮川心優、金井萌乃果、木戸藍美、岡田乃々華）

【県大会出場】

陸上部
渥美半島駅伝競走大会 12/24
（	男子　渥美運動公園～万場庭球場
	 女子　赤羽根文化センター～万場庭球場）
　男子　33位　2時間02分34秒
　（川原夢翔　鈴木皓登　渡邉颯　鈴木研登　太田尊）
　女子　10位　1時間25分21秒
　（堀蓮凪　八子夏希　西尾帆乃花　前田真奈　髙橋柚那）

写真部
⃝	令和5年度愛知県高等学校文化連盟写真専門部愛知県
	 	「第38回高校生の写真展」
　令和6年1月23日（火）～28日（日）
　　奨励賞
　　「暗闇に隠して」2年　坂本ひなた
　令和6年度アートフェスタ
　　－愛知県高等学校総合文化祭－へ出展

吹奏楽部
12月24日（日）
2023年度愛知県アンサンブルコンテスト東三河地区大会
高等学校の部（高等学校の部）
（豊川市文化会館）	
	　木管三重奏（渡邊陽向、佐藤優衣汐、上田宏太朗）	 金賞

美術部
⃝第38回高文連美術・工芸専門部『東三河』支部展出品
	 	（1月17日~1月21日）
　2年5組　森下あみ
東三河代表作品に選考され、令和6年度愛知県総合文化
祭・アートフェスタ出品決定

••••••••••••••　令和5年度3学期部活動結果報告　••••••••••••••
部活動結果（12～1月）（太字は県大会以上）

成章○○
コラム

「師弟一如 あゝ  たのしかった 成章中学」
　この記念碑を見
た こ と が あ る 人
は、たぶん少ない
と思います。この
碑が建つ場所は、
蔵王山の山頂、展
望台の東側のチョ
ット寂しい場所で
す。でも天気の良
い日には、この碑
の遠景に富士山が見えます。
　今から41年前の1983年9月、かつて成章中学校で国
語を担当していた石森延男先生を讃えるためにこの碑
は建立されました。石森先生は1923年に東京高等師範
学校を卒業後、最初の赴任地が成章中学校でした。そ
の後、教科書や副読本を作られたり、児童文学作品を
書かれたり、大学の先生を務められたりと活躍されま
した。
　しかし、私たちにとって最も身近な、そして偉大な
業績は「愛知県立成章高等学校 校歌」の作詞をされた
ことです。1952年に制定された校歌の歌詞には「成章」
の文字が出てきません。「成章の文字がどこにも出て
こないことがすばらしい」と賞されつつ、歌詞の内容
から、ここに集った人にしてみると、最も成章らしい
校歌であるとも言われます。
　学校にとって、「師弟一如」で楽しいことは理想です。
そんな思いで、この碑を一度ご覧ください。


